北病棟チームカンファレンス記録
	A.O.M
	S.G.M

	
	


令和2年7月4日（土)　　　　　　司会：松村　裕美　　記録：松村　裕美
	松村
	木村
	新山
	苅田
	岩藤
	清川
	田口
	秋山
	三浦

	〇
	　休
	深
	準
	休
	休
	休
	休
	○

	横町
	原子
	石橋
	
	
	
	
	
	

	準
	〇
	〇
	
	
	
	
	
	


＜連絡事項＞
・なし
＜患者様連絡事項＞
・佐々木　悦子様～不穏時）リスペリドン内用液（1ｍｌ）1Ｐの使用期限が切れている為廃棄しています。新しく5回分処方となっています。
・角濱　義弘様～便秘時）センノシド（12）2Ｔ　10回分処方となっています。
・鈴木　知子様～本日14：00自宅へ退院となっています。
＜要注目患者様＞
・山下　幸子様～ＳＳＴに対し「やり方が変わったから参加したくない」「どうしてスタッフと話し合いしないといけないの」など不満を訴え、参加拒否発言聞かれています。本人へは、対人面での課題が多くＳＳＴは必要である事とＳＳＴの目的と実施方法について再度説明しています。説明には納得する返答は聞かれていますが、話を聞き流している様子が顕著です。また、施設についても「他の人と協力とか無理だから断ろうかな」との発言聞かれ、入所意思が曖昧な様子見られています。施設入所に対しては動機を繰り返し説明していきます。引き続き精神状態観察し、安定して日課に取り組んでいけるよう介入していきます。
・滝田　英人様～10：00私物の筆記用具が見つからない事で「盗られた」と訴え、怒鳴りながらの独語聞かれています。スタッフと捜索し、ベッドの脇に落ちている状況を発見。以後、自室で怒鳴り口調の独語聞かれているが、声掛けには現実的な対応は出来ています。昼食前から倦怠感訴え「レストランに行くのも疲れる」と話し昼食拒食。バイタルサインは異常無く、自室にて間食摂取している。服薬は声かけで拒否なく服用。
・竹谷　龍道様～自室のカーテンは閉め切り、他者と距離をとって過ごしているが日課の時間にはホールに来る事ができている。病棟備品を使用せずに寄せている為、使用して良い事を伝えると素直に応じる事はできている。夜間の睡眠は訪室毎に覚醒し浅眠で経過。精神症状と合わせ、睡眠状況も確認していきましょう。
・戸賀沢　潔様～昨日他室侵入・他者の床頭台を物色する行動に加え、今朝は畑中様へコーヒーを要求する事が見られています。担当と話し合い、日曜日までコーヒーなどの嗜好院提供を一時的に停止し、本人へも説明。「悪い事してない」と行動の振り返りができずにいる為、本人へは反社会的な行動をとっている自覚を持って頂くため、繰り返し行動の振り返りを行っていきましょう。
・原　吉郎様～「今朝から腰が痛い」と訴え臥床傾向見られています。衝撃が加わった際に疼痛があると話し座位をとる際にも苦痛表情あり。11：10ロキソプロフェンＮａ1Ｔ服用し、1時間程で疼痛は緩和したと話しています。独語や、他不調の訴えはありません。補食や水分補給は自分から摂取出来ています。
